
 

 

［成果情報名］繁殖性を考慮した黒毛和種の交配計画法 

［要約］子牛生産指数は、道内牛群において繁殖能力の指標となる。繁殖能力の低下を防ぐ

ためには、繁殖雌牛の近交係数は６％以内に抑えるのが望ましい。開発した交配計画ソフ

ト改良版では、産肉能力、繁殖能力、近交係数を考慮して、交配種雄牛を選定できる。 

［キーワード］黒毛和種、繁殖能力、育種価、登録審査成績、近交係数 

［代表連絡先］電話 0156-64-0606 

［研究所名］道総研畜産試験場・家畜研究部・肉牛グループ 
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［背景・ねらい］ 

道内黒毛和種の平均分娩間隔は 411 日と報告されており、繁殖成績の改善対策が求めら

れている。しかし、道内牛群について、大規模データを用いた繁殖形質に関する遺伝的な

検討は未だ行われておらず、利用できる育種情報も限られている。  

本試験では、①道内牛群に適した繁殖能力評価法、②繁殖成績と登録審査成績との

関係、③近親交配が繁殖成績や登録審査成績に与える影響 を明らかにし、それらの

結果から、繁殖性を考慮した交配計画法を示す。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．道内牛群における子牛生産指数の遺伝率は 0.08 であり（表１）、種雄牛や繁殖雌牛の

育種価評価が可能な形質である。子牛生産指数は、平均分娩間隔（１～８産）や８産次

分娩月齢との遺伝相関が高く（表１）、生涯の繁殖性を早期に反映可能であることや産

肉能力（雌牛が４～５才時に判明する）と同時期に育種価の提供も可能であることなど

から、繁殖能力の指標として有力である。 

２．登録審査成績の遺伝率は 0.15～0.42 と中程度の値である（表２）。子牛生産指数と登

録審査成績との間には、0.19～0.46 といずれも正の遺伝相関が認められたことから（表

２）、登録審査成績に基づく選抜は、繁殖性に対して好ましい方向に働く。 

３．繁殖形質および登録審査成績のいずれの形質に関しても、近交係数の上昇とともに、

近交退化量は増加する（図１、子牛生産指数のみ図示した）。総じて近交係数 6～8％以

上になると、近親交配の悪影響は大きくなる（図１）。 

４．開発した交配計画ソフト改良版では、産肉能力、繁殖能力、近交係数を考慮して、交

配種雄牛を選定できる。繁殖雌牛の血統に関しては、繁殖性、体型、近親交配の観点か

ら、気高系を中心としながら、資質系、藤良系も一定割合含まれていることが好ましい。

本成績で得られた知見と既往の成果から、後継雌牛生産における交配計画法を図２のよ

うにまとめることができる。  

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象は道内黒毛和種繁殖農家であり、交配計画や選抜に活用できる。 

２．交配計画ソフト改良版は、北海道酪農畜産協会のダウンロードサイトから配布予定で

ある。  

３．交配計画ソフト改良版は、産肉能力および繁殖能力の育種価がともに判明している雌

牛についてのみ活用可能である。  

４．血統情報を活用した交配計画法は、育種価が利用できない場合の補助として利用する。 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（鹿島聖志） 
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「繁殖性を考慮した黒毛和種の交配計画法」（指導参考） 

表2　繁殖形質および登録審査成績の遺伝率、遺伝相関、表型相関

遺伝相関 表型相関

繁殖形質 子牛生産指数 0.10 - -
登録審査成績 審査得点 0.22 0.21 0.06

体高 0.42 0.43 0.06
胸囲 0.15 0.37 0.01
胸深 0.21 0.46 0.06
尻長 0.23 0.19 0.00
かん幅 0.19 0.29 0.03

子牛生産指数との
形質 遺伝率

表1　繁殖形質の遺伝率、遺伝相関および表型相関1

平均分娩間隔 1産次分娩月齢 4産次分娩月齢 8産次分娩月齢 子牛生産指数

平均分娩間隔 0.10 0.27 0.84 0.96 0.69
1産次分娩月齢 0.13 0.11 0.92 0.90 0.89
4産次分娩月齢 0.67 0.65 0.18 0.99 0.98
8産次分娩月齢 0.94 0.53 0.87 0.40 0.96
子牛生産指数 0.56 0.73 0.94 0.77 0.08
1色付きは遺伝率、色付きより上半分は遺伝相関、色付きより下半分は表型相関を示す。
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図 1 繁殖形質に対する近親交配の影響 

図 2 後継雌牛生産における交配計画法のまとめ 

後継雌牛生産における交配計画法のまとめ

～ 雌牛の育種価が判明している場合の手順 ～

１．後継牛を生産したい雌牛のリストアップ

① 産肉能力・繁殖能力ランクＢ以上（目標）1、2、3

③ 審査得点が牛群の平均以上

② 市場評価の高い血統

３．交配シミュレーションソフトによる種雄牛の選定

① 産子の近交係数6％以内（推奨）

② 産子の産肉能力・繁殖能力ランクB以上（目標）1、2、3

③ 産子の産肉能力総合指数が高いもの

２．入手可能精液のリストアップ

① 雌牛の弱点を補足するような種雄牛（別系統）

② 市場評価の高い種雄牛

～ 雌牛の育種価が判明していない場合の手順 ～

１．後継牛を生産したい雌牛のリストアップ

① 分娩間隔・子牛市場成績が良好

③ 審査得点が牛群の平均以上

② 市場評価の高い血統

２．入手可能精液のリストアップ

① 雌牛の弱点を補足するような種雄牛（別系統）

② 市場評価の高い種雄牛

３．血統情報を活用した種雄牛の選定

① 産子の種雄牛系統割合が気高系：藤良系：資質系
= 3：0：1、2：0：2、2：1：1、3：1：0（推奨例）

② 種雄牛の産肉能力・繁殖能力ランクB以上（目標）1、2、3

③ 産子の産肉能力総合指数が高いもの4

注）1産肉能力・繁殖能力ランク：Ａは育種価上位1/4、Ｂは育種価上位1/4～1/2、Ｃは育種価下位1/2 を示す
2産肉能力：ここでは、産肉能力の中で特に重要な 枝肉重量と脂肪交雑の育種価 を意味する

4父牛の育種価/2＋母方祖父の育種価/4 として計算

3繁殖能力：ここでは、子牛生産指数の育種価 を意味する
＊下線は、今回の成果から新たに得られた項目を示す


